
春－９  ぼくは小学３年生 

１．活動の目的 

   ①日本の子ども達の学校生活を知る。 

   ②日本の学校教育システムを知る。 

   ③自分の学校生活を語る。 

 

２．準備するもの （☆は教材ファイルにあるもの） 

   ☆写真（小学校の様子） 

   ☆時間割 

 

３．活動の手順 留：留意点 参：参考 発：発展的活動 

活動１ 

写真（小学校

の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動２ 

時間割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動３ 

・小学校の様子の写真を見ながら、気づいたことや感想、自国との違いを話してもら

う。 

・会話に出てくる持ち物はどんなものか、何に使うと思うか、聞いてみる。持ち物イ

ラストを見ながら、話し合ってもよい。 

・さらに次のような質問をしてみる。 

＊あなたが通っていた小学校は、休むとき、どうやって連絡しましたか。 

（参 吹田市の小学校は、基本的に、連絡帳に書いて友達に持って行ってもらう。） 

＊小学校へ行くかばんは決まっていましたか。  

＊小学校は何時に始まりますか。小学校までどのくらいかかりましたか。 

 

留 まず学習者に話させて、必要なら「日本は…」と情報を伝える。 

留 説明に終始せず、学習者の発話を引き出すよう心掛ける。 

 

・時間割から、気づいたことや感想、自国との違いを話してもらう。テキストにある

設問以外にも、できるだけ多くの気づきを引き出す。休み時間、掃除、給食などに

も気づかせる。 

・日本では、基本的に、ひとりの担任が全ての教科を教えることも特色の一つ。(算数・

音楽などサポートの先生がつく場合もある。)学習者の国ではどうか、聞いてみる。 

 

参 大阪府では、小学校における 1 クラスの子どもの人数は、1・2 年生は 35 人

以下、3～6年生は 40人以下となっている。(2014年現在) 

参 テキストの時間割はルビをつけて加工したものである。実際の教材としての 

時間割を見せて話してもよい。 

参 道徳：心の教育。社会における善悪について学ぶ。 

 総合学習：地域・福祉・環境などについて総合的に学ぶ時間。 

 

・学校行事について話す。感想や、自国の学校行事について、話してもらう。 

・子どもがいる学習者で、学校行事を体験している場合は、紹介してもらう。  



 

 

 

 

活動４ 

 

参 ほかに、避難訓練、身体測定、など。 

留 ひとつひとつの学校行事の説明に終始しないよう心掛け、学習者からの感想

や質問を引き出す。 

 

・学習者の子ども時代の放課後の生活について聞いてみる。現代と比較して話すのも

よい。 

・子ども達の放課後の生活について、日本の子ども達に対する意見・感想などを話し

てもらう。テキストの吹き出しの内容などを参考にする。 

 

留 教育に対する考え方は個々に異なるので、学習者の意見を否定しない。また、

プライベートな話をしない学習者には、無理強いしない。 

 

発 以下の活動は、活動中どこに差し入れても、あるいは最後に行ってもよい。 

質問が出たり、よくできる学習者には； 

日本の学校制度について紹介し、自国のことを話してもらう。吹田市立の小中学

校は 3学期制であることや、夏休みなどの長期休暇についても話すとよい。 

 

参 幼稚園・保育園 

     ↓ 

 小学校（6年間） 

     ↓ 

 中学校（3年間） 

     ↓＜受験＞ 

 高校（高等学校）（3年間） 

     ↓＜受験＞ 

 大学  （4年間～） 

 短期大学（2年間～） 

 専門学校 

 就職        など 

 

参 日本では、入学式は 4月、卒業式は 3月。（SIFAの各語学教室も同様） 

参 小学校・中学校は義務教育であるため、公立の学校に入る場合は試験はない

が、高校へ行くには公立であっても受験しなければならない。 

参 外国籍の子どもについては、小中学校教育は義務ではないが、希望する場合

には日本国籍の子どもと同様の教育を受けることができる。これについて、特に 

質問がなければ学習者への説明は不要。 


